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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる血清型に由来する2種以上(例えば、7、8、9、10、11、12、13、14、15種)の莢膜
糖類コンジュゲートを含む多価肺炎連鎖球菌ワクチンを含み、血清型22F糖類コンジュゲ
ートを含む、幼児用免疫原性組成物。
【請求項２】
　肺炎連鎖球菌莢膜糖類4、6B、9V、14、18C及び23Fのコンジュゲートをさらに含む、請
求項１に記載の免疫原性組成物。
【請求項３】
　2種の異なる担体タンパク質を、少なくとも2種の異なる肺炎連鎖球菌莢膜糖類血清型に
別々にコンジュゲートさせる、請求項１又は２に記載の免疫原性組成物。
【請求項４】
　リンカーを介して担体タンパク質にコンジュゲートさせた22F莢膜糖類を含む、請求項
１～３のいずれか１項に記載の免疫原性組成物。
【請求項５】
　リンカーがADHである、請求項４に記載の免疫原性組成物。
【請求項６】
　リンカーを、好ましくはEDACを用いて、カルボジイミド化合物により担体タンパク質に
結合させる、請求項４又は５に記載の免疫原性組成物。
【請求項７】
　22F糖類を、CDAP化合物を用いて担体タンパク質又はリンカーにコンジュゲートさせる
、請求項４～６のいずれか１項に記載の免疫原性組成物。
【請求項８】
　担体タンパク質と22F糖類の比率が5:1～1:5、4:1～1:1又は2:1～1:1(w/w)である22F糖
類コンジュゲートを含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の免疫原性組成物。
【請求項９】
　22F糖類の平均サイズ(例えば、Mw)が100kDaを超える22F糖類コンジュゲートを含む、請
求項１～８のいずれか１項に記載の免疫原性組成物。
【請求項１０】
　1種以上の非コンジュゲート化又はコンジュゲート化肺炎連鎖球菌タンパク質をさらに
含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の免疫原性組成物。
【請求項１１】
　前記1種以上の肺炎連鎖球菌タンパク質が、ポリヒスチジントライアドファミリー(PhtX
)、コリン結合タンパク質ファミリー(CbpX)、CbpXトランケート、LytXファミリー、LytX
トランケート、CbpXトランケート-LytXトランケートキメラタンパク質、解毒されたニュ
ーモリシン(Ply)、PspA、PsaA、Sp128、Sp101、Sp130、Sp125及びSp133から選択される、
請求項１０に記載の免疫原性組成物。
【請求項１２】
　アジュバントをさらに含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載の免疫原性組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の免疫原性組成物と、製薬上許容し得る賦形剤と
を含むワクチン。
【請求項１４】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の免疫原性組成物と、製薬上許容し得る賦形剤と
を混合する工程を含む、請求項１３に記載のワクチンの製造方法。
【請求項１５】
　肺炎連鎖球菌感染により引き起こされる疾患の治療又は予防のための医薬の製造におけ
る、請求項１～１２のいずれか１項に記載の免疫原性組成物又は請求項１３に記載のワク
チンの使用。
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